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令和元年６月２４日（月曜日）予算特別委員会 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  太  田  陽  子  委員     ３番  鈴  木  み ゆ き  委員 

   ４番  安 孫 子  義  徳  委員     ５番  月  光  裕  晶  委員 

   ６番  後  藤  健 一 郎  委員     ７番  伊  藤  正  彦  委員 

   ８番  渡  邉  賢  一  委員     ９番  古  沢  清  志  委員 

  １０番  佐  藤  耕  治  委員    １１番  太  田  芳  彦  委員 

  １２番  沖  津  一  博  委員    １３番  國  井  輝  明  委員 

  １４番  荒  木  春  吉  委員    １５番  木  村  寿 太 郎  委員 

  １６番  阿  部     清  委員 

○欠席委員（なし） 

○遅刻委員（なし） 

○早退委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 野 英 行  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  中 田 隆 行  企画創成課長 

高 林 雅 彦  財 政 課 長  門 口 隆 太  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

片 桐 勝 元  健康福祉課長  柏 倉 信 一  生涯学習課長 

○事務局職員出席者 

田 宮 信 明  事 務 局 長  東海林 茂 美  局 長 補 佐 

齋 藤 晴 光  総 務 係 長  兼 子 拓 也  総 務 係 主 事 
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   予算特別委員会議事日程第２号  第２回定例会 

   令和元年６月２４日（月）    午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第２６号 令和元年度寒河江市一般会計補正予算（第２号） 

 〃  ２ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 
      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃  ３ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○渡邉賢一委員長 おはようございます。 

  ただいまから予算特別委員会を再開いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○渡邉賢一委員長 日程第１、議第26号令和元年

度寒河江市一般会計補正予算（第２号）を議題

といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○渡邉賢一委員長 日程第２、分科会審査の経過

並びに結果報告であります。 

 

総務産業分科会委員長報告 

 

○渡邉賢一委員長 初めに、総務産業分科会委員

長報告を求めます。佐藤総務産業分科会委員長。 

  〔佐藤耕治総務産業分科会委員長 登壇〕 

○佐藤耕治総務産業分科会委員長 おはようござ

います。 

  総務産業分科会における審査の経過と結果に

ついて御報告申しあげます。 

  本分科会は、６月17日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第26号第１表

中歳入全部、歳出第２款及び歳出第６款であり

ます。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第26号令和元年度寒河江市一般会

計補正予算（第２号）第１表中歳入全部を議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りましたが、

御報告する質疑もなく、討論を終結し、採決の

結果、賛成多数をもって原案を了とすることに

決しました。 

  次に、議第26号第１表中歳出第２款を議題と
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し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「移住定住推進事業で計上になった

210万円の算定根拠は」との問いがあり、当局

より「月額２万円を支給する転入子育て世帯を

10件、月額１万円を支給する転入若者夫婦世帯

を１件と想定し、それぞれ６月から翌年３月ま

での10カ月分を計上しました」との答弁があり

ました。 

  委員より「国際交流事業で寒河江市若者海外

体験促進事業費補助金として150件、75万円を

計上している。これはパスポートの取得費に対

して補助するとのことだが、件数と金額の算定

根拠は」との問いがあり、当局より「この補助

金は１人当たり5,000円を補助するもので、次

代を担う若者の見聞を広げ、国際意識の醸成を

図ることを目的としています。平成30年度にお

ける本市でのパスポート申請件数は708件であ

り、県全体で20代が申請した割合が20.7％であ

ったため、この割合を掛けておよそ150件とし

ました」との答弁がありました。 

  委員より「補助金を受けるための要件は」と

の問いがあり、当局より「３つの要件を満たす

方が該当となり、１つ目が高校生を除く平成２

年４月２日から平成13年４月１日までに生まれ

た方、２つ目が市内に住民登録を行っている方、

３つ目が県内において新規で平成31年４月１日

以降にパスポートの発給を受けた方となりま

す」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第26号第１表中歳出第６款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「農産物ブランド化推進事業で69万

円を計上し、新たにシンガポールと香港に農産

物を海外輸出するとのことだが、これまで取り

組んできた台湾とマレーシアの分を含めて輸出

量を教えていただきたい」との問いがあり、当

局より「平成30年度は台湾とマレーシアに佐藤

錦を20キロ、紅秀峰を540キロ、合計560キロを

輸出しました。今年度は台湾、マレーシア、シ

ンガポール、香港から佐藤錦を116キロ、紅秀

峰を870キロ、合計986キロのオーダーをいただ

いています。しかし、昨年と比較し、ことしは

着果数が少ないことから、要望どおり確保でき

ない状況であるため、可能な数量を輸出させて

いただくことで先方から理解を得ています」と

の答弁がありました。 

  委員より「この補正予算額は海外輸出推進連

絡協議会の負担金とのことだが、協議会の構成

員はどうなっているのか」との問いがあり、当

局より「海外輸出に理解がある農業者39人と市

で構成しています」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  以上で、総務産業分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○渡邉賢一委員長 次に、厚生文教分科会委員長

報告を求めます。古沢厚生文教分科会委員長。 

  〔古沢清志厚生文教分科会委員長 登壇〕 

○古沢清志厚生文教分科会委員長 おはようござ

います。 

  厚生文教分科会における審査の経過と結果に

ついて御報告申しあげます。 

  本分科会は、６月17日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第26号第１表

中歳出第３款及び歳出第10款であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第26号令和元年度寒河江市一般会

計補正予算（第２号）第１表中歳出第３款を議

題とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 
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  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「施設に入り、生活保護受給廃止と

なった方から住居の売買に係り保護費を返還さ

せたことについて市当局の見解を伺いたい」と

の問いがあり、当局より「調査の結果、売買契

約書の契約年月日が生活保護中だったことから、

生活保護受給中の資力の発生であると市が判断

し、生活保護法第63条費用返還義務の返還対象

として決定し返還していただいたところです」

との答弁がありました。 

  委員より「その後、県から返還対象には当た

らないという指導があったとのことだが、その

経過と県の見解を伺いたい」との問いがあり、

当局より「県による事務監査があり、指導を受

けたものです。県の見解は、土地家屋の保有を

認めて生活保護の受給を開始したものについて

は、保有を認めている限りは換金可能な資産と

みなさず、第63条の返還対象にならないという

ものです。当初の市の見解との相違がありまし

たが、結果的に県の指導に従ったものです」と

の答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第26号第１表中歳出第10款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「コミュニティ助成事業費補助金に

ついて、曙町公民館の夏まつりなどの備品購入

とのことだが、その備品の具体的な内容は」と

の問いがあり、当局より「主なものとしては、

集会用テント、かき氷機、スピーカーなどとな

っています」との答弁がありました。 

  委員より「コミュニティ助成事業費補助金に

ついて、自治総合センターの補助金採択までの

流れと本市からの申請数を伺いたい」との問い

があり、当局より「この補助金は、毎年秋ごろ

までに県を通して自治総合センターに申請しま

す。年度の終わりごろに決定通知をいただき、

その後事業開始となります。昨年度は、今回採

択された一般コミュニティ助成事業１件のほか

コミュニティセンター助成事業１件の合計２件

を申請しています」との答弁がありました。 

  委員より「公民館費について、西部地区公民

館の段差をなくす工事を行うとのことだが、今

回直すに当たって要望などがあったということ

か」との問いがあり、当局より「地域座談会に

おいて、利用者から改善の要望があったことか

らこの事業を行うものです」との答弁がありま

した。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  以上で、厚生文教分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○渡邉賢一委員長 日程第３、質疑・討論・採決

であります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第26号令和元年度寒河江市一般会

計補正予算（第２号）を採決いたします。 

  本案に対する各分科会委員長の報告は、いず

れも原案を了とするものであります。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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  御異議なしと認めます。 

  よって、議第26号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

   閉    会    午前９時４３分 

 

○渡邉賢一委員長 以上をもって予算特別委員会

を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

 以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

予算特別委員会臨時委員長  木 村 寿太郎 

 

予算特別委員会委員長  渡 邉 賢 一 

 


